
　
新
年
を
迎
え
二
十
一
世
紀
も

十
年
目
に
入
っ
た
。
こ
の
世
紀

の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
「
環

境
」
が
あ
る
。 

　
今
回
の
「
地
球
温
暖
化
」
を

取
り
上
げ
る
に
際
し
、
パ
ソ
コ

ン
で
種
々
検
索
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
「
地
球
温
暖
化
白
書
」
な

る
も
の
を
見
つ
け
た
。
そ
の
中

に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
秒
刻
み
で

表
示
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
見
て
、
私
も
「
リ
ン
ゴ

の
木
」
を
植
え
よ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
た
。 

（
笑
止
） 

編
集
後
記
 

GTニュースのバックナンバーはホームページでご覧になれます。 
今年もどうぞよろしくお願いします。 

4月2日はＧＴの日 

▲ めぐろ観光まちづくり協会設立記念式典で 
　 挨拶する青木目黒区長 

▲ ＧＴ全館避難訓練に735人が参加 

　
広
く
区
内
外
か
ら
集
客
し
、
『
文
化
の
薫
り
高

い
、
お
し
ゃ
れ
な
ま
ち
』
目
黒
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
産
業
振
興
・
商
店
街
活
性
化

を
は
か
る
た
め「
め
ぐ
ろ
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
」

が
、
昨
年
十
月
十
八
日
に
設
立
さ
れ
た
。 

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
は
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
広
場
に
て
、
ま
た
、
協

会
設
立
記
念
講
演
は
、
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
み
の

愛
川
欽
也
氏
が
『
あ
な
た
の
街
の
宣
伝
本
部
長
・

愛
川
欽
也
の
ま
ち
づ
く
り
の
話
』
と
題
し
て
中
目

黒
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
今
回
は
、

こ
の
「
め
ぐ
ろ
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
」
の
会
長

に
就
任
さ
れ
た
、
東
京
商
工
会
議
所
目
黒
支
部
の

会
長
で
も
あ
る
佐
藤
與
治
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。 

めぐろ観光まちづくり協会 

人と人との関わりを大切に！ め
ぐ
ろ
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
設
立 

賑
わ
い
と
活
力
が
溢
れ
る 

　
　
目
黒
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て
！ 

佐藤 與治会長 

インタビュー 

　
東
京
都
は
平
成
十
六
年

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
基
本

指
針
」
を
た
て
、
地
域
特

性
に
応
じ
た
観
光
ま
ち
づ

く
り
を
提
案
し
て
い
ま
す
。 

　
目
黒
区
に
は
大
き
な
観

光
娯
楽
施
設
が
あ
る
わ
け

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
目
黒
に
は
目

黒
の
良
さ
が
沢
山
あ
り
、

住
ん
で
い
る
人
々
に
と
っ

て
は
大
き
な
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
目
黒
の
良

い
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
歴
史

や
産
業
だ
け
で
な
く
、
文

化
や
産
業
、
店
舗
や
住
環

境
ま
で
含
め
た
、
あ
ら
ゆ

る
資
源
を
活
用
し
て
『
住

む
人
に
も
、
訪
れ
る
人
に

も
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
』
を
実
現
し
て

い
く
中
核
組
織
と
し
て
、

「
め
ぐ
ろ
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
」

は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
近
は
、
観
光
の
形
態
も
、
以

前
の
よ
う
な
温
泉
や
観
光
地
め
ぐ

り
の
物
見
遊
山
的
な
も
の
か
ら
、

『
街
あ
る
き
』の
よ
う
な
身
近
か
な

都
市
型
観
光
へ
と
広
が
り
を
み
せ

て
き
て
い
ま
す
。そ
の
観
光
と
あ

わ
せ
て
『
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
、
文
化
や
伝
統
の

薫
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
』
を
実
現

す
る
事
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

目
黒
の
魅
力
を 

　

発
信
し
て
い
く
… 

活
動
の
主
な 

　
　
柱
は
三
つ
… 

　
会
の
主
な
活
動
は
三
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、
目
黒
の
良
さ
を

再
発
見
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方

と
共
有
で
き
る
交
流
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
で
す
。
区
内
ツ
ア
ー
を

行
っ
て
、
見
ど
こ
ろ
を
区
内
外
の

方
に
紹
介
し
、
地
元
の
方
と
来
訪

者
が
ふ
れ
合
う
場
と
し
、
区
民
の

方
々
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
な

れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

　
二
つ
目
は
人
材
の
育
成
で
す
。

目
黒
の
魅
力
を
紹
介
し
、
語
れ
る

人
材
、
つ
ま
り
観
光
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
で
あ
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
区
民

が
多
く
参
加
す
る
体
制
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
長
続
き
も
し
ま
せ
ん

の
で
、
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
あ
る
方
の

ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
三
つ
目
は
情
報
の
収
集
と
発
信

で
す
。
目
黒
区
の
特
徴
や
魅
力
を

発
掘
し
、
『
ま
ち
の
資
源
』
と
し

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
の
指
定
を
受
け
た 

　
　
　
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
は
、こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
？ 
　
直
下
型
大
規
模
地
震
発
生
！

十
一
月
五
日
訓
練
実
施
！ 

　
ま
ず
は
護
身
。
制
震
構
造
の

Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
、
免
震
構
造
の
Ｇ

Ｔ
ハ
イ
ツ
、
耐
震
構
造
の
Ｇ
Ｔ

テ
ラ
ス
、
建
物
に
致
命
的
な
損

害
は
な
し
。
し
か
し
！
間
も
な

く
火
災
発
生
！
火
災
現
場
は
、

地
下
２
階
駐
車
場
！ 

連
絡
を

受
け
た
防
災
セ
ン
タ
ー
は
直
ち

に
初
期
消
火
へ
向
か
い
、
別
班

は
非
常
放
送
実
施
、
避
難
誘
導

放
送
を
行
い
ま
す
。
次
々
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
入
居
者

が
階
段
を
使
っ
て
Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー

下
ピ
ロ
テ
ィ
へ
避
難
し
て
き
ま

す
。 

　
こ
こ
で
、
ガ
ラ
ス
の
落
下
に

注
意
！
そ
し
て
実
際
は
、
一
時

避
難
場
所
は
中
目
黒
小
学
校
、

最
寄
り
の
広
域
避
難
場
所
は
中

目
黒
公
園
。
皆
さ
ん
、
場
所
は

ご
存
知
で
し
た
か
？ 

　
今
年
六
月
に
消
防
法
が
改
正

さ
れ
、
防
火
に
防
災
が
追
加
さ

れ
た
自
衛
消
防
訓
練
の
実
施
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
各
社
、

各
個
人
の
意
識
も
高
め
、
有
事

に
備
え
ま
し
ょ
う
！ 

 

い
つ
し 

①
廣
川
五
司
写
真
展 

　
一
月
八
日

〜

二
十
日 

②
深
津
諭
美
子
他
書
道
展 

　
二
月
一
日

〜

十
五
日 

③
二
ノ
宮
絵
画
展 

　
二
月
十
五
日 

　
　
　
　
　
〜
三
月
一
日 

 

さ
い
ぎ
ん
て
い 

④
崔
銀
庭
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展 

　
三
月
二
日

〜

十
五
日 

⑤
岩
見
水
彩
画
展 

　
三
月
二
十
三
日 

　
　
　
　
　
〜
四
月
五
日 

⑥
「
獺
会
」
展 

　
四
月
六
日

〜

十
九
日 

⑦
天
野
政
雄
展 

　
四
月
十
九
日
〜
三
十
日 

⑧
東
山
パ
ス
テ
ル
の
会
展 

　
四
月
三
十
日 

　
　
　
　
　
〜
五
月
十
日 

⑨
宮
坂
「
わ
ら
べ
画
」
展 

　
五
月
十
日
〜
二
十
四
日 

⑩
丸
太
悦
子
押
花
展 

　
五
月
二
十
五
日 

　
　
　
　
　
〜
六
月
四
日 

全
館
避
難
訓
練 

　
東
京
都
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

環
境
確
保
条
例
を
改
正
（
平
成
二

十
一
年
四
月
公
布
施
行
）
し
、
平

成
二
十
二
年
四
月
か
ら
総
量
削
減

義
務
と
排
出
量
取
引
制
度
を
導
入

す
る
な
ど
制
度
を
強
化
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
一
計
画
期
間
（
二
〇

一
〇
〜
二
〇
一
四
年
度
、
以
後
、

五
年
間
ご
と
の
期
間
）
の
五
年
間

の
削
減
義
務
の
目
標
値
を
八
％
と

し
ま
し
た
。
従
っ
て
、
Ｇ
Ｔ
で
は

現
在
、
八
％
削
減
対
策
を
総
点
検

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
義
務

の
八
％
は
、
Ｇ
Ｔ
の
よ
う
な
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
、
官
公
庁
庁
舎
、
商
業

施
設
、
宿
泊
施
設
、
教
育
施
設
、

医
療
施
設
等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
Ｇ
Ｔ
で
も
施
設
と
し
て
住
宅
専

有
部
分
を
除
く
建
物
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
向
こ
う
五
年
間
、
毎
年
二

〇
〇
九
年
度
以
前
の
あ
る
連
続
す

る
三
年
間
の
平
均
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
基
準
と
し
て
さ
ら
な
る
削
減

に
努
め
八
％
削
減
を
達
成
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
Ｇ
Ｔ
関
係
者
の
皆
さ
ん
！
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
最
後
に
、
東
京
都
が
二
〇
〇
二

年
二
月
に
「
地
球
温
暖
化
阻
止
！

東
京
作
戦
」
を
開
始
す
る
前
の
一

月
、
石
原
都
知
事
が
発
し
た
「
地

球
と
人
類
の
存
在
に
か
け
て
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
の
一
文
を

ご
紹
介
し
て
こ
の
項
を
閉
じ
ま
す
。 

　
知
事
は
、
友
人
・
開
高 

健
氏

が
好
ん
で
色
紙
に
書
い
て
い
た
言

葉
（
明
日
世
界
が
滅
び
る
と
も
、

今
日
あ
な
た
は
リ
ン
ゴ
を
植
え
る
）

を
引
用
し
な
が
ら
次
の
よ
う
な
一

文
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
結
ん
で
い
ま

す
。 

《
地
球
温
暖
化
を
阻
止
す
る
こ
と

な
ど
は
、
あ
る
い
は
私
た
ち
の
手

に
余
る
重
過
ぎ
る
課
題
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
手
で
リ
ン
ゴ
の
木

を
植
え
て
い
く
と
い
う
営
為
の
集

積
が
こ
の
地
球
を
そ
し
て
人
類
を

救
う
と
い
う
希
望
を
簡
単
に
捨
て

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。》 

ＧＴギャラリーカレンダー 

﹇
記
事
訂
正
の
お
詫
び
﹈ 

一
月
の
第
六
天
社
例
祭
の
ご
案
内 

◇
日
時
　
平
成
二
十
二
年 

　
　
　
　
　
一
月
十
六
日
（
土
） 

　
　
　
　
　
午
後
二
時
か
ら 

　
Ｇ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
の
前
号
（
二
十

八
号
）
四
ペ
ー
ジ
の
「
Ｇ
Ｔ
賀
詞

交
歓
会
」
の
開
催
日
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
左
記
の
と
お
り
で
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。 

（
誤
）
一
月
十
五
日
（
木
） 

（
正
）
一
月
十
三
日
（
水
） 

2010年1月
第29号 

目黒区上目黒2-1-1 
TEL（5704）0046 
FAX（5721）8928

発行 
全体管理組合 
A棟管理組合 
B・C棟管理組合 

GTニュース29号　オモテ面 

Black DIC F41



十
月
、
十
一
月
の 

 

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト 

①三江健太絵画展 
　キャラクターが 
　面白い 

④「獺会」展 
　展示を終え出来ばえを 
　確かめる 

⑤東山フォトクラブ 
　素晴らしい作品が 
　皆さんの足を止める 

⑥目黒区役所写真部展 
　皆さんのキャリアを 
　感じますね！ 

②リバージャム・エコバック展 
　マイバッグ入賞作品を 
　展示 

③税理士仲間の写真展 
　力作の前で仲間の皆さん 

目
黒 

　
リ
バ
ー
ジ
ャ
ム 

オ
ー
タ
ム 

　
フ
ェ
ス
テ
バ
ル 

今
年
で
七
回
目
の 

　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス 

▲ リバージャム2009開会式風景 

▲ パブリックアートの作品がＧＴにお目見え。 
　 ＧＴ大階段に「代官山ローム層」が出現。 
　 審査員特別賞に輝く 

▲ お馴染みアマービレ・ピアノトリオに 
　 ソプラノが参加。多彩・華やかな演奏風景 

▲ 路上（通行止め）で寛ぐ若い人達 

去る10月17～18日の両日、中目黒ＧＴを会場とするイベントが開催されました。 

▲ ＧＴ広場で輪投げを楽しむ親子 

▲ 私のクリスマスツリー展 
49点のツリーがＧＴ各所を飾る。 
グランプリは「城井友紀さん」に 

「古代の行列」が今年もタワー前広場に集う▲ 

▲ 地域福祉の核として活動している 
　 皆さんによる福祉イベント。 
　 今年も中目黒ＧＴを会場に開催 

9月28日（月）～10月16日（金） 11月16日（月）～11月30日（月） 

12月1日（火）～12月14日（月） 12月14日（月）～12月25日（金） 

 

10月17日（土）～10月18日（日） 11月2日（月）～11月16日（月） 

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

絵
画
等
多
彩
な
展
覧
会
続
く
！ 

て
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
今
現
在
、
区
内
に
あ
る
す

べ
て
の
も
の
が
資
源
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
構
築
し
発
信

し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。 

観
光
を
通
し
て
の 

　
　
ま
ち
づ
く
り
… 

中
目
黒
エ
リ
ア
の 

　
　
問
題
と
今
後
… 

　
具
体
的
に
は
、
交
流
事
業
と
し

て
、
観
光
ツ
ア
ー
の
実
施
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、
区
内
の
観
光
資
源
・

人
材
発
掘
講
座
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
、
観
光
案
内
所
の
運

営
、
マ
ッ
プ
等
の
作
成
、
会
報
発

行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
会
員

の
募
集
、
会
費
収
納
等
々
で
す
が
、

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
大
き

な
テ
ー
マ
で
す
。
箱
物
づ
く
り
だ

け
で
は
な
く
、
人
と
人
の
結
び
つ

き
が
一
番
大
切
で
目
黒
に
あ
る
資

源
を
ど
う
構
築
し
、
ど
う
連
携
し

て
い
く
か
が
重
要
で
す
。
そ
の
点

が
機
能
す
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
が

ソ
フ
ト
面
で
動
き
出
し
ま
す
。
観

光
ま
ち
づ
く
り
協
会
の
活
動
は
、

名
前
の
通
り
『
観
光
』
だ
け
で
な

く
、
『
ま
ち
づ
く
り
』
も
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
、

目
黒
の
地
域
お
こ
し
、
ま
ち
お
こ

し
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
色
々

な
立
場
の
方
が
一
人
で
も
多
く
会

員
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。 

　
昨
年
の
「
め
ぐ
ろ
観
光
ま
ち
づ

く
り
協
会
」
発
足
の
イ
ベ
ン
ト
の

時
に
合
わ
せ
て
、
東
京
商
工
会
議

所
目
黒
支
部
で
は
三
回
目
に
な
り

ま
す
イ
ベ
ン
ト
「
目
黒
リ
バ
ー
ジ

ャ
ム
2009
『
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
散
歩

中
目
黒
』」を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
目
黒
駅
周

辺
の
四
つ
の
商
店
街
が
参
加
し
意

味
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
中

目
黒
の
エ
リ
ア
は
、
現
在
、
ハ
ー

ド
面
で
も
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ

ま
す
。
再
開
発
の
工
事
も
最
終
段

階
と
な
り
、東
京
メ
ト
ロ
副
都
心

線
の
乗
り
入
れ
、山
手
通
り
の
拡

幅
工
事
、
中
央
環
状
品
川
線
の
建

設
な
ど
、
様
々
な
計
画
が
あ
り
ま

す
が
、
一
つ
一
つ
問
題
に
対
処
す

る
だ
け
で
な
く
『
中
目
黒
エ
リ
ア

を
ど
の
よ
う
な
街
に
し
て
い
く
の

か
』
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
、

東
京
商
工
会
議
所
の
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て

く
れ
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
め
ぐ
ろ
観
光
ま

ち
づ
く
り
協
会
も
東
京
商
工
会
議

所
も
経
済
の
活
性
化
と
い
う
共
通

点
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、大
変

意
義
深
い
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
、
協
会
と
し
て

は
具
体
的
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
く
わ
け
で
す
が
、
や
は
り
人
と

人
の
つ
な
が
り
が
一
番
大
切
で
、

皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

▲ 目黒リバージャム 
　 ＧＴ広場でのスペシャルライブに詰め掛けた 
　 大勢の人たち 

▲ 正覚寺境内に 
　 ある「菩提之塔」 

Ｇ
Ｔ
駐
輪
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！ 

　
昨
年
十
月
一
日
か
ら
ロ
ッ
ク
式

駐
輪
機
に
変
更
し
て
有
料
化
し
、

利
用
時
間
も
延
長
し
ま
し
た
。 

《
利
用
時
間
》 

朝
五
時
〜
深
夜
午
前
一
時
十
分 

◆　2時間まで無料 
◆　2段ラック上段 
　　　 その後10時間ごと100円 
◆　2段ラック下段 
　　　 その後 4時間ごと100円 

2009

代
官
山 

　
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン 

あ
か
り
ま
つ
り 

Ｇ
Ｔ
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト 

2009

2 
0 
0 
9

2009

第
六
回 

　
め
ぐ
ろ
地
域
福
祉
の
つ
ど
い 

中
目
黒
正
覚
寺
境
内 

「
畜
牛
霊
鬼
菩
提
之
塔
」 

　
中
目
黒
三
丁
目
に
あ
る
実
相
山
・
正
覚

寺
に
は
、歌
舞
伎
の「
先
代
萩
」で
も
有
名

な
三
澤
初
子
の
像
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

左
隣
り
に「
畜
牛
霊
鬼
菩
提
之
塔
」が
あ
り

ま
す
。こ
の
塔
は
、大
正
十
二
年
に
上
目
黒

蛇
崩（
現
上
目
黒
四
丁
目
）で
橋
本
牧
場
を

経
営
し
て
い
た
橋
本
寿
吉
氏
が
病
気
で
亡

く
な
っ
た
乳
牛
の
霊
を
弔
う
た
め
に
建
立

し
た
も
の
で
、当
初
は
橋
本
牧
場
の
傍
ら

に
あ
り
ま
し
た
。今
で
は
想
像
が
で
き
ま

せ
ん
が
、明
治
中
期
か
ら
昭
和
の
初
め
ま
で
、

目
黒
の
風
景
に
は
牧
場
が
点
在
し
て
い
ま

し
た
。こ
の
橋
本
牧
場
の
他
に
も
、中
目
黒

Ｇ
Ｔ
近
く
の
目
黒
区
総
合
庁
舎
あ
た
り
に

は
浅
海
牧
場
が
、ま
た
東
山
一
丁
目
に
は

石
原
牧
場
、大
橋
に
は
長
田
牧
場
、祐
天
寺

裏（
中
町
）に
は
弁
天
舎
牧
場
が
あ
り
ま
し

た
。ど
の
牧
場
も
乳
牛
を
飼
育
し
て
牛
乳

を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。当
時
明
治
政
府

は
日
本
人
の
体
格
も
西
欧
人
に
負
け
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
牛
乳
を
す
す
め
た
の
で

す
。目
黒
は
都
心
に
近
く
て
緑
多
く
牧
場

に
適
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
大
正
十
二

年
九
月
の
関
東
大
震
災
、昭
和
二
年
八
月

の
東
横
線
の
開
通
な
ど
に
よ
り
住
宅
化
が

急
速
に
進
み
牧
場
は
徐
々
に
姿
を
消
し
て

い
き
ま
し
た
。 

　
橋
本
牧
場
に
あ
っ
た
こ
の
塔
も
、橋
本
牧

場
か
ら
、か
つ
て
橋
本
牧
場
で
働
い
て
い
た

方
に
引
き
取
ら
れ
て
移
転
。さ
ら
に
は
祐
天

寺
の
墓
地
に
移
り
ま
し
た
が
、菩
提
之
塔
に

「
南
無
妙
法
連
華
経
」の
文
字
が
あ
っ
た
事

か
ら
地
域
の
有
志
の
方
が
正
覚
寺
に
お
願

い
し
、池
田
住
職
の
ご
厚
意
で
現
在
の
場
所

に
移
さ
れ
安
住
の
地
に
な
り
ま
し
た
。 

　
現
在
、目
黒
に
牧
場
が
あ
っ
た
と
い
う

資
料
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、こ
の
碑
は
歴
史

的
資
料
と
し
て
も
大
変
貴
重
な
も
の
と
言

え
ま
す
。そ
し
て
そ
の
歴
史
を
現
代
に
伝

え
る
た
め
多
く
の
方
々
が
陰
な
が
ら
努
力

さ
れ
て
い
る
事
を
改
め
て
知
る
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。牧
場
が
あ
っ
た
と
い
う
過
去

の
歴
史
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、そ
れ
を
保

存
し
伝
え
て
い
く
と
い
う
人
々
の
想
い
も

含
め
て
歴
史
は
、現
代
に
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

〈
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
〉 

　
今
回
第
一
回
目
と
な
る
こ
の
シ
リ
ー
ズ

で
は
、街
の
片
隅
に
あ
る
小
さ
な
歴
史「
物
」

や「
事
」に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
取
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
次
号
は「
目
黒
川
桜
物
語
」を
予
定
。 

〈
参
考
〉郷
土
目
黒
／
豊
島
区
立
郷
土
資
料

館「
ミ
ル
ク
色
の
残
像
」／
目
黒
大
観
等
。 

助
言
・
協
力
＝
平
山
元
也
氏
。 

シリーズ① 

中
目
黒
文
化
財
探
訪 

　
去
る
十
一
月
二
十
日
夜
、
Ｇ
Ｔ

主
催
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル
は
美
し
い

音
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
去
る
十
月
二
十
四
日
、
第
六
回

め
ぐ
ろ
地
域
福
祉
の
つ
ど
い
が
開

催
さ
れ
、
Ｇ
Ｔ
は
大
勢
の
人
出
で

賑
わ
い
ま
し
た
。 
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